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Bruchen Bild iingを形成したので，一応腐骨を別
出し今後骨移植を施行する予定の興味ある症例を経
験しましたので報告しました。
34) 我々の経験せる耐性ブドウ球菌症例について
沼津市立病院整形
鹿山徳男，。篠原寛休
近年になって抗生物質の登場以来，ブドウ球菌の
薬剤耐性と云う問題から再びブドウ球菌の感染症に
於ける重要性が認識を新たにした。
千大整形の 1960年 4月より 1961年 12月までの
主として慢性骨髄炎患者から採取したブドウ球菌30
株と沼津市立病院の 1961年 1月より 1961年 12月
までに感染症患者から採取した 50株とについてそ
の薬剤耐性について考察を加えてみた。
その結果，両者共相当数の PC.，SM.，Sulfa剤
耐性菌があり，殊に当教室に於いては既に TC.， 
CP.，EM.等の耐性菌が著明氏増加の傾向を示し
ている乙とが判った。
更に薬剤の併用投与により多重耐性菌も増加して 
l~ る。 
35) 清水厚生病院の現況 (4年間の統計)
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昭和 33年より昭和 36年比至る 4年聞に清水厚生
病院を訪れた患者は 18，660名である。このうち労災
患者は 2，008例 (10.6%)で年々増加し，叉話題の
交通事故は 1，580例 (8.5%)で36年は 33年の 3倍
と急増して居る o
疾患別では外傷は計 7，501例 (40.2%)となり第 1
線病院では如何に外傷が多いかが分る。手術例中 26
例の腹腔内臓器破裂を数えて居るがこの数はマサチ
ューセッツ総合病院の 24年聞に 280例， その他の
報告に比較して相当広大なる値と思われ，しかも年
々増加の傾向あり，乙れが次第に災害外科の一分野
を占めるのではないかと思われる。
36) プレドニン注入による Quervain氏躍鞘炎，
弾援指の治療成績
国立国府台病院海保幸男
昭和 25年 26年に診療した両症計48例 53指全例 
にプレドニン懸渇液 0.3 ~O.4ccを臆鞘内氏週 1回
の間隔で注入し他療法を用いず2群K分って治療成
績を検討した。
Quervain躍鞘炎では 1回の注入で 29指中 10指
が叉 1カ月以内K94%が底痛消失した。弾接指で
は19指中 1指を除いて大体 1カ月以内K悲痛消失
したが弾援現象は 24指中 13指が消失し他 11指は
軽快に止まった。消失したものでも指腹で触れる 
と小さい腫癌の移動を触れる。注入9回 11固と行
った例は 5~6 回以後はあまり変化がなかった。
之等は明らかに注入回数過剰であると考えられ後日
鍵鞘の癒痕や癒着等を招来する恐れも考えられるの
で 5~'6 回の注入で成果の挙がらぬ症例は症例によ
つては臆鞘切開等を考慮し徒らに注入に流れる様な
事は慎しむべき事と考えるが一応試みてよい療法と
思う。 
37) 脊椎カリエスに対する冷蔵同種保存骨使用に
よる後方癒着術の遠隔成績について
国立療養所下志津病院整形
。渡辺英詩，志村公男
冷臓同種保存骨使用による，脊椎カリエスlζ対す
る後方癒着術を施行した， 7例について， 1年有余
の比較的遠隔成績を知り得たので報告し，いささか
考察を加えた。その結果，同種保存骨移植術は，脊
椎カリエスにも恰好な適応があり，比較的良好な成
績が得られる乙とが判った。 
38) 腹臥位挿管麻酔管理の不注意より招来せる急
性低酸素症
浦賀船渠病院整形坂巻 賠
腹臥位である為，頻回の状態観察が怠り勝とな
り，且つ呼吸嚢抵抗の増大が，黙過され，一旦気道
閉塞，チアノーゼ発現後も対策特l乙系統的とは云へ
ぬ手さヤりに終始し，幸に完全閉塞状態の持続時間
が短く，重大な結果に及ばなかったもの，カフの不
整膨脹lこ起因せる急性気道閉塞，急性低酸素症を経
験した。
麻酔医の油断につけ入り，驚く程簡単な原因で，
場合により，致命的な結果を招き得る事実を再確認ー
して，細心な麻酔管理の重要性を痛感した。 
39) 兎唇手術について
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兎馬は極めて多い奇型で， 美容上の意義が大き
く，且つ，乳幼児期比手術を行なうので，その技術
の巧拙が患者の将来に影響する所は大である。それ
故，十分な準備の後に手術が行なわれるべきであ
る。第 1~2 度では余り問題はないが，第 3 度或い 
は上顎・口蓋裂合併例では屡々縫合不全等を来すのs 
